
2026年度北九州市立大学公開講座

英米の演劇
～ミュージカルを中心にⅡ

コーディネーター 北九州市立大学 外国語学部 教授 アダム ヘイルズ

北九州市立大学 外国語学部 名誉教授 伊藤 健一

北九州市立大学 外国語学部 名誉教授 吉川 哲郎

2026年10月3日～11月14日（土曜日、全6回）
13：00～14：３０

日時

受講料 3,000円会場 北九州市立大学北方キャンパス
（北九州市小倉南区北方4-2-1）

1

10月3日（土） 13：00～14：30

ジュークボックス・ミュージカルはタイムマシーン ー「ラ・メール」「マック・ザ・ナイフ」から
「ビート・イット」「ベイビー・ワン・モア・タイム」まで

北九州市立大学
外国語学部 名誉教授 吉川 哲郎

2

10月17日（土） 13：00～14：30

袋小路のイギリスと踊る少年ーミュージカル『リトルダンサー』にみる炭鉱ストの時代
北九州市立大学

外国語学部 教授 木原 謙一

3

10月24日（土） 13：00～14：30

アンドリュー・ロイド＝ウェバーの『オペラ座の怪人』が持つ、色あせない魅力

北九州市立大学

外国語学部 教授 アダム ヘイルズ

4

10月31日（土） 13：00～14：30

オペレッタという快楽 北九州市立大学
外国語学部 名誉教授 吉川 哲郎

5

11月7日（土） 13：00～14：30

『レ・ミゼラブル』－文化が響き合うグローバル・ミュージカル

北九州市立大学
外国語学部 教授 齊藤 園子

6

11月14日（土） 13：00～14：30

『ジーザス・クライスト・スーパースター』を理解するために 北九州市立大学

外国語学部 名誉教授 伊藤 健一

18才
以上
高校生
除く

定員

50名～北九州市立大学創立80周年記念事業～



吉川 哲郎 北九州市立大学 外国語学部 名誉教授 （ラファエル前派、ミュージカル研究）

木原 謙一 北九州市立大学 外国語学部 教授 （W.B.イェーツ研究）

アダム ヘイルズ 北九州市立大学 外国語学部 教授 （シェイクスピア研究）

齊藤 園子 北九州市立大学 外国語学部 教授 （英語圏文学、ヘンリー・ジェイムズ研究）

伊藤 健一 北九州市立大学 外国語学部 名誉教授 （シェイクスピア研究）

去年に引き続き「英米の演劇～ミュージカルを中心にⅡ」を開講させていただきます。

今回は、『オペラ座の怪人』 『ジーザス・クライスト・スーパースター』 『レ・ミゼラブル』 『リトル・ダン
サー』といった名作ミュージカルについて、講師の方々に、分かりやすく、熱く、深く語って頂きます。

１０月から１１月の、「芸術の秋」の時期です。万全の準備で臨みますので、皆様に週１回の講座を堪
能していただければ甚幸です。

申込方法
申込締切：9月17日（木）まで（当日消印有効）

ハガキ、メール、申込フォームのいずれかの方法にて、下記を記入の上申込みください。
①氏名（ふりがな） ②郵便番号 ③住所 ④年齢 ⑤電話番号
⑥「英米の演劇 受講希望」
電話での申込はできません。申込〆切後、受講証を発送します。応募多数の場合は、抽選を行い
落選の場合も通知します。

※お送りいただいた個人情報は、公開講座の運営及び本学からのご案内のためのみに使用し、
これらの目的以外に利用しません。
※受講上の配慮を必要とする方は、事前に問合せ先までご相談ください。

講師プロフィール

受講生へのメッセージ

競馬場前守恒

都市モノレール

小　倉　競　馬　場

コンビ二

北
方
２
丁
目

至　三萩
野

都市高速

北方ランプ

北方バス停

曽
根
槻
田
線

西門（人道）

北九州市立大学

正門

JRA

駐車場

競 馬 場 前 北 九 州
大 学 前 バ ス 停

免
許
試
験

場
入
口

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ

ッ
ト

陸　上　自　衛　隊

北 方 ・北 九 州
大 学 前 バ ス 停

至　曽根

紫　　　川

国道322号線

N

至　小倉駅

NS
※学内の駐車場はご利用になれませんので、
公共交通機関でお越しください。

＜モノレール＞
「競馬場前(北九州市立大学前)駅」から

徒歩３分
＜バス＞
【6】【12】【21】【32】【34】番系統
「北方・北九州市立大学前」から徒歩３分
【３６】番系統
「競馬場前北九州市立大学前」から徒歩３分

申込・問合せ先

北九州市立大学 地域貢献課「公開講座」担当
〒８０２－８５７７ 北九州市小倉南区北方４－２－１
TEL：０９３－９６４－４１９４／E-mail：chiiki@kitakyu-u.ac.jp

↓申込フォーム↓
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